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大隈病院の最新情報を「くまちゃん通信」にて発信していきます。

大隈病院
看護部  副看護部長

大谷 サエ子 次号は、「地域連携室 室長  大森かすみ」 からのメッセージです。

　県立尼崎総合医療センターを定年退職後、この4月から大隈病院でお世話になっています。
　最初にここに着任して驚いたことは、お掃除が隅ずみまで行き届いていることで、また、スタッ
フ間でも気持ちの良い挨拶ができており、家庭的な温かい雰囲気を感じました。私の特技は、ど
こでも楽しく働くこができることで、直ぐに溶け込めそうです（笑）。
　ここでの活動の一つとして、小田南（杭瀬）地区での地域連携、特に住民を巻き込んだ地域
ネットワークづくり（町づくり）を考えていますので、地域を知ることの第一歩として、病院を飛
び出し、老人会など杭瀬地区の集いにはドンドン顔を出していくつもりです。町のどこかで皆さ
んとお会いすることを楽しみにしています！

次号予告

広 報 誌 発 刊 に あ た り

【病院仲間からのひと言】 頼れる姉御肌の方。いつも元気で、パワフルな、笑顔の大谷さんです！

職員から職員へつなぐ、地域へのメッセージ

　みなさん、こんにちは。

　4月で平成が終わり、この5月からいよいよ令和元年がスタートしました。新しい

元号と時を同じくしてこの広報誌を発行できたことは大変嬉しく感じております。

　私どもは杭瀬のこの場所で、医療を始めて70年が経とうとしています。当初よ

り地域の患者さんと共に歩んでまいりました。時代も昭和から平成に代わり、そし

て令和と移り代わっても、医療を続けていく姿勢は変わることはありません。一方、

これから日本は、厚生労働省が打ち出す試算では、全世界に例をみない超高齢社

会に突入していきます。国はそんな超高齢社会にあっても、どなたでも安心して住

み慣れた地域で生活が営めるように「地域包括ケアシステム」を各市町村に提案

し実践をしております。私たち病院の在り方も、この「地域包括ケアシステム」に準

じて変化が必要になってまいりました。すなわち病気だけを診るのではなく、患者

さんの生活も支え、人生の最期まで住み慣れた地域でお過ごしいただけるよう支援をしていくことが望まれます。その為、病院は多岐にわ

たる取り組みや改革をおこない、それを地域の患者さんへ反映していくことが急務となっています。当院の取り組や改革が一人でも多くの

患者さんのお役に立つことが出来ますよう、またご理解を頂けますようこの広報誌を通じ発信してまいります。これからのおおくま病院

に、何卒ご期待頂きますようお願い申し上げます。

医療法人 朗源会 大隈病院 病院長  大隈 健英

病 気 を 治 す だ け で は な く 、患 者 さ ん の 心 も 癒 す

大隈病院医療法人
朗 源 会

病院長のごあいさつ
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大隈病院

頼もしい仲間が、今年も増えました！

ちょっと
聞きたい

新入職者歓迎の
野外研修を終えて
　平成31年4月13日、新入職者10名と病院スタッフ10名が、川西市にある妙見山へ歓迎のハイキングに行ってきました。
　当日は、これ以上の晴天はないというほどのお天気と満開の桜が私たちを迎えてくれました。山道の途中は、昨年の台風の影響
で倒木や岩がゴロゴロという状況で、サバイバルゲーム的?!な感じの場所もありましたが、息を切らしながらも差し入れのチョコ
で栄養補給をし、見晴らし台まで何とか登ることができました。
　登り終えたら、お楽しみのバーベキューが待っており、3つの班に分かれて火おこしが始まりました。現地調達の食材に加え、フラ
ンスパンやリンゴのバター焼きなどの差し入れも多くありましたが、さすが体力自慢の新人・スタッフは、完食していました。それぞ
れの炉では、食べながら、身近な話や“彼はいるの？”
などワイワイガヤガヤと楽しい時間を過ごしました。
研修後のアンケートでは、『コミュニケーションがと
れて、いい運動になり、楽しかった。』という好評な意
見がほとんどで、今年で6回目の野外研修でしたが、
これからも継続していきたいと思っています。

新入職者オリエンテーション担当：看護部 副看護部長  倉田 玲子

多くの
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『おおくま健康教室』のご案内『おおくま健康教室』のご案内

●地域の人々に信頼される病院になります。
●高度の医療機能を持つ かかりつけ病院になります。
●病気を治すだけでなく、病める人の心を癒す病院になります。
●職員が勉強し、朗らかでやりがいのある職場をつくります。

基本方針
〒660-0814 兵庫県尼崎市杭瀬本町2-17-13
TEL：06-6481-1667（代表）　FAX：06-6481-1753

朗源会グループ　■岩﨑クリニック　■大隈病院附属 歯科クリニック　■在宅事業部
　　　　　　　　■特別養護老人ホーム ほがらか苑

URL http://www.ookuma.or.jp/ookuma/index.html
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　大隈病院の広報誌を定期発行するにあたり、病院の全職員から広報誌の愛称を募集しました。
　その結果、60通と言う多数の応募の中から、接戦のすえ、医療情報課の森 志穂美（事務職）さんからいただいた『くま
ちゃん通信』に決まりました。この『くまちゃん通信』を介して、病院内の話題や部署紹介、職員からの皆さんへのメッ
セージ、お知らせなど、大隈病院の魅力を地域に定期的に発信することが出来ればと思っています。　　　　　  （齋田）

広報誌愛称、　　　　　　　　私が、決めました！ 可愛らしい名称でしょ！

1）「骨塩定量検査について」
　 ●講師：放射線課 診療技術部長  西村  靖
2）「治療食について」
　 ●講師：栄養課 栄養士  織田 里穂

大隈病院では、皆さんが、いつまでもお家で元気に過ごしていただけるように、『おおくま健康教室』を
定期開催（毎月 第１金曜日）しています。６月と７月に開催予定の『おおくま健康教室』をご案内します。

第2回 おおくま健康教室

お問い合わせ：大隈病院 栄養課　☎ 06-6481-1667（代表）

日 時）令和元年6月7日（金）
1）「薬とサプリメント」
　 ●講師：薬剤課 主任  村田 佳子
2）「食べ物の組み合わせ」
　 ●講師：栄養課 管理栄養士  染谷 真由美

第3回 おおくま健康教室
日 時）令和元年7月5日（金）

開始時間　午後1時45分～2時30分（受付：午後1時30分～） 場　所　大隈病院1階 外来待合室 参加費　無料（自由参加で、予約不要）
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